
表紙：結城消防署の皆さん
結城消防署に新型の消防車両・救急車両が配備され、1月22日市役所駐車場
で披露されました。右のQRコードからその様子が動画で見られます。
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市民の 「命」を守る。
3月1日～7日は春季全国火災予防運動期間

今
日
も
街
を
守
り
ま
す
！

結
城
市
消
防
団

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

○
精
績
章

　須
藤 

研
司
（
曽
我
殿
台
）

茨
城
県
知
事
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章（
30
年
勤
続
）

　立
堀 

雄
一
（
大
切
町
）

○
永
年
勤
続
功
労
章（
20
年
勤
続
）

　宮
本 

恵
司
（
下
り
松
）

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
労
章

　岩
月 

勝
成
（
筑
西
市
）

　

※

市
内
事
業
所
勤
務

　齋
藤 

浩
明
（
曽
我
殿
台
）

　山
田 

真
哉
（
番
匠
町
）

　小
谷
野 

貢
（
大
谷
瀬
町
）

　町
田 

雄
司
（
人
手
町
）

○
優
良
分
団
表
彰

　第
6
分
団

結
城
市
長
表
彰

○
永
年
勤
続
団
員（
30
年
勤
続
）

　立
堀 

雄
一
（
大
切
町
）

○
永
年
勤
続
団
員（
25
年
勤
続
）

　山
本 
博
之
（
大
町
）

　齋
藤 
重
則
（
浦
町
）

○
永
年
勤
続
団
員（
20
年
勤
続
）

　宮
本 

恵
司
（
下
り
松
）

○
永
年
勤
続
団
員（
15
年
勤
続
）

　立
川 

博
敏
（
公
達
）

○
永
年
勤
続
団
員（
10
年
勤
続
）

　岩
月 

勝
成
（
筑
西
市
）

　

※

市
内
事
業
所
勤
務

　齋
藤 

浩
明
（
曽
我
殿
台
）

　山
田 

真
哉
（
番
匠
町
）

　小
谷
野 

貢
（
大
谷
瀬
町
）

　町
田 

雄
司
（
人
手
町
）

※

敬
称
略
、
順
不
同

団員募集中！
詳しくはHPへ

　消
防
団
は
、地
域
に
お
け
る
消
防
・
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、昼
夜

を
問
わ
ず
住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
っ
てい
ま
す
。長
年
に
わ
た
り
活
動

を
さ
れ
、そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。



今年の3月11日で、東日本大震災から10年。この間、全国各
地で大規模な地震が発生し、大きな被害がもたらされ、先日
も大規模な余震が発生しました。
結城市を含む地域では、「今後30年以内にマグニチュード7程
度の地震が約70％の確率で発生する」といわれています。また、
新型コロナウイルスなどの感染症に配慮した避難所の運営に
は、より多くの手間と時間がかかります。
地震を防ぐことはできませんが、私たちは普段から「備える」
ことができます。防災を「忘災」にしないために、家庭の地震対
策をもう一度チェックしてみましょう。

東日本大震災時の給水作業の様子。水を求めて長い列ができました。東日本大震災時の給水作業の様子。水を求めて長い列ができました。

分
散
避
難
で
密
を
回
避

分
散
避
難
で
密
を
回
避

地
域
の
協
力
が
不
可
欠

地
域
の
協
力
が
不
可
欠

ま
ず
は
、
住
ん
で
い
る
場
所
の
災
害
リ
ス
ク

を
確
認
し
、
ど
の
よ
う
な
災
害
で
避
難
が
必
要

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
避
難
に
必
要
な
物
品
を

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
き
、
状
況
が
悪
化
す

る
前
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
避
難
先
は
市
が
開
設
す
る
避
難
所
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
避
難
所
は
「
自
宅
が
被

災
し
て
帰
宅
で
き
な
い
場
合
に
、
一
定
期
間
、

避
難
生
活
を
送
る
た
め
の
施
設
」
で
す
。
避
難

所
が
過
密
状
態
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
も

「
在
宅
避
難
」
「
親
戚
・
知
人
宅
へ
の
避
難
」

「
ホ
テ
ル
宿
泊
」
「
車
中
泊
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
避
難
先
に
各
々
が
分
散
し
て
避
難
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
災
害
復
旧

や
人
命
救
助
に
多
く
の
人
員
が
必
要
と
な
り
、

避
難
所
運
営
に
は
最
低
限
の
人
員
し
か
派
遣
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
場
合
は
、
各
自
治

会
や
避
難
者
の
代
表
の
方
と
、
市
・
施
設
管
理

者
で
構
成
す
る
「
避
難
所
運
営
委
員
会
」
を
設

置
し
、
こ
の
委
員
会
に
よ
り
避
難
所
が
運
営
さ

れ
ま
す
。

避
難
所
の
運
営
は
、
市
職
員
や
施
設
管
理
者

だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
協
力
し
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

今
だ
か
ら
こ
そ
、備
え
る
。

今
だ
か
ら
こ
そ
、備
え
る
。

市で準備できる備蓄品には限りがあります。
家庭で必要なものは日ごろから備えておきましょう。

結城市の防災情報
はこちらから

乳幼児乳幼児

問 市防災安全課｜  34-0411 23



第
13
回 

新
川
和
江
賞

第
13
回 

新
川
和
江
賞

未来未来をひらく詩のコンクール

　
い
い
か
お
り

　
　
　
　
　
結
城
第
二
高
等
学
校
　
1
年
　
坂
本
　
七
海

夕
方
、
家
に
帰
る
途
中
に

夕
焼
け
小
焼
け
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
聞
こ
え
る
と

な
ん
だ
か
早
く
家
族
に
会
い
た
く
な
っ
て

歩
く
速
度
を
速
め
る

今
日
の
夕
飯
は
な
ん
だ
ろ
う
と
か
考
え
な
が
ら

家
の
ド
ア
を
開
け
る
と

お
腹
が
減
る
い
い
香
り
が
し
て

私
の
「
た
だ
い
ま
」
と

母
の
「
お
か
え
り
」
の
声
が
重
な
る

も
う
匂
い
で
分
か
っ
て
る
の
に

「
今
日
の
夕
飯
は
何
?
」

と
か
聞
い
ち
ゃ
っ
た
り
し
て

特
別
、
裕
福
な
家
庭
で
は
な
い
け
ど

こ
の
生
活
が
大
好
き
で
幸
せ

選
評夕

方
に
な
る
と
「
夕
焼
け
小
焼

け
」
の
メ
ロ
デ
ィ
が
町
に
流
れ
る

の
で
す
ね
。
そ
れ
を
聞
く
と
と
て

も
家
が
恋
し
く
な
り
ま
す
。
台
所

で
温
か
い
夕
飯
を
作
っ
て
い
る
お

母
さ
ん
の
姿
。
七
海
さ
ん
も
そ
う

な
の
で
す
ね
。
賑
や
か
な
家
族
と

明
る
い
居
間
。
夕
飯
の
匂
い
。
お

腹
が
ク
ー
と
鳴
っ
て
急
い
で
ド
ア

を
開
け
て
「
た
だ
い
ま
」
と
言
う

と
同
時
に
お
母
さ
ん
の
「
お
か
え

り
」。
心
が
通
い
合
っ
て
い
る
ね
。

匂
い
か
ら
夕
飯
が
何
か
分
か
っ
て

い
る
の
に
、
夕
飯
は
何
と
聞
い
た

り
し
て
。
気
の
合
っ
た
賑
や
か
な

家
族
の
姿
が
も
う
た
ま
ら
な
い
。

何
よ
り
も
こ
の
詩
が
素
晴
ら
し
い

の
は
、
七
海
さ
ん
の
溌は
つ
ら
つ剌
と
し
た

息
遣
い
が
、
詩
の
言
葉
か
ら
聞
こ

え
て
く
る
こ
と
で
す
。
生
き
生
き

と
し
た
生
活
の
実
感
が
溢
れ
出
て

い
る
こ
と
で
す
。
心
の
底
か
ら
言

葉
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
、
詩
が

生
き
て
い
る
の
で
す
ね
。
最
後
の

二
行
が
ぐ
っ
と
胸
に
響
き
ま
し
た
。

（
武
子
和
幸
）　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
表
彰
式

2
月
14
日
、
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
で
「
第
13
回

新
川
和
江
賞 
～
未
来
を
ひ
ら
く
詩
の
コ
ン
ク
ー

ル
～
」（
主
催：結
城
市
、結
城
市
教
育
委
員
会
、（
公

財
）
結
城
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
）
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
川
和
江
賞
は
、
名
誉
市
民
で
あ
り
、
ゆ
う
き

図
書
館
の
名
誉
館
長
で
あ
る
詩
人
・
新
川
和
江
さ

ん
の
名
を
冠
し
て
、
平
成
20
年
度
に
創
設
さ
れ
た

詩
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

詩
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
本
市
の
文
芸
振
興
、

創
造
性
豊
か
な
青
少
年
の
育
成
、
さ
ら
に
は
新
た

な
才
能
を
発
掘
し
た
い
と
い
う
新
川
さ
ん
の
思
い

は
受
け
継
が
れ
、
今
年
も
市
内
在
住
・
在
学
の
小

・
中
・
高
校
生
か
ら
、
2
，1
5
2
篇
と
い
う
多

く
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
新
川
和
江
賞
（
最
優
秀
賞
）
に
、

結
城
第
二
高
等
学
校
1
年 

坂
本
七
海
さ
ん
の
作

品
「
い
い
か
お
り
」
が
輝
き
、
優
秀
賞
に
は
11
人
、

優
良
賞
に
は
32
人
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
よ
り
時
間
を
短
縮
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
小
林
市
長
か
ら
賞
状
が
授
与
さ
れ

た
後
、
新
川
和
江
賞
・
優
秀
賞
受
賞
者
に
よ
る
受
賞

作
品
の
朗
読
が
行
わ
れ
、
最
後
に
選
考
委
員
長
で
あ

る
詩
人
・
武
子
和
幸
さ
ん
が
、
作
品
の
講
評
と
受
賞

者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

未
来
を
ひ
ら
く
子
ど
も
た
ち
への
メッセ
ー
ジ

武
子
選
考
委
員
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
友
だ
ち
と
会
え
な
い
寂
し
さ
を
書
い
た
詩

の
ほ
か
に
、
あ
た
り
ま
え
の
日
々
が
ど
ん
な
に
大
切

か
に
気
付
き
、
毎
日
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
思
い

が
表
れ
た
詩
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、「
こ
れ

か
ら
も
詩
を
書
き
続
け
て
く
だ
さ
い
。」
と
応
援
の

言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

新
川
和
江
賞
を
受
賞
し
て

新
川
和
江
賞
を
受
賞
し
た
坂
本
さ
ん
は
、「
家
族

の
こ
と
を
考
え
て
、
こ
の
詩
を
書
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
け
て
と
て
も
嬉
し

い
で
す
。」
と
感
想
を
話
し
、
会
場
は
大
き
な
拍
手

で
包
ま
れ
ま
し
た
。

新
川
和
江
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
4
年
、結
城
郡
絹
川
村（
現

結
城
市
）小
森
に
生
ま
れ
る
。結
城

高
等
女
学
校
時
代
に
、下
館
町（
現

筑
西
市
）に
疎
開
し
て
き
た
詩
人
・

西
條
八
十
と
出
会
い
、指
導
を
受

け
る
。昭
和
35
年『
季
節
の
花
詩
集
』で
第
9
回
小
学
館
文

学
賞
を
受
賞
、そ
の
後
、室
生
犀
星
詩
人
賞
、現
代
詩
人
賞
、

詩
歌
文
学
館
賞
、丸
山
薫
賞
な
ど
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
、

そ
の
間
日
本
現
代
詩
人
会
理
事
長
、会
長
を
歴
任
。平
成
12

年
、勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章
。平
成
13
年
、結
城
市
名
誉
市

民
、平
成
16
年
、ゆ
う
き
図
書
館
の
開
館
に
際
し
名
誉
館
長

に
就
任
。平
成
24
年
、結
城
紬
大
使
に
就
任
。

武
子
和
幸
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
13
年
、東
京
都
に
生
ま
れ

る
。茨
城
県
日
立
市
で
育
ち
、茨
城

大
学
卒
業
。詩
誌『
白
亜
紀
』同
人
。

作
品
に『
蛞
蝓（
な
め
く
じ
）の
夢
』、

『
イ
ェ
イ
ツ
の
影
の
下
で
』、『
ア
イ

ソ
ポ
ス
の
蛙
』な
ど
が
あ
り
、近
著
に『
モ
イ
ラ
イ
の
眼
差
し
』。

（
一
社
）日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
元
会
長
。茨
城
県
芸
術
祭
文
学

部
門
実
行
委
員
長
。茨
城
新
聞「
詩
壇
」選
者
。

平
成
30
年
度
か
ら「
新
川
和
江
賞
～
未
来
を
ひ
ら
く
詩
の

コン
ク
ー
ル
～
」選
考
委
員
長
に
就
任
。

問 ゆうき図書館｜  34-0150

新
川
和
江
賞（
最
優
秀
賞
）

45



街
歩
き
や
、
卒
業
式
・
入
学
式
で
も
。

街
歩
き
や
、
卒
業
式
・
入
学
式
で
も
。

あ
な
た
も
結
城
紬
を

着
て
み
ま
せ
ん
か
？ 
あ
な
た
も
結
城
紬
を

着
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

〜
結
城
紬
着
付
け
・
貸
し
出
し
事
業
〜

〜
結
城
紬
着
付
け
・
貸
し
出
し
事
業
〜

　日
本
最
古
に
し
て
最
高
級
の
絹
織
物
で
あ
る
結
城
紬
。
な
か
な
か
着
る

機
会
が
な
い
憧
れ
の
着
物
…
。
結
城
紬
の
特
徴
は
、
手
つ
む
ぎ
糸
で
空
気

を
た
く
さ
ん
含
む
た
め
、
あ
た
た
か
く
て
軽
い
こ
と
。
着
心
地
が
良
く
、

着
こ
む
ほ
ど
し
な
や
か
に
な
り
、
魅
力
を
増
し
て
い
き
ま
す
。

　ゆ
う
き
着
楽
会
で
は
、
気
軽
に
結
城
紬
の
着
心
地
を
体
験
で
き
る
よ
う
、

手
ぶ
ら
で
結
城
紬
が
体
験
で
き
る
「
ふ
ら
り
結
城
紬
着
心
地
体
験
」
と
、

結
城
紬
を
1
日
単
位
で
貸
し
出
す「
き
も
の
貸
出
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

気
に
入
っ
た
結
城
紬
を
選
ん
で
、
結
城
の
街
並
み
を
散
策
し
た
り
、
卒
業
式

や
入
学
式
な
ど
特
別
な
行
事
な
ど
で
着
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ぜ
ひ
一
度
、
結
城
紬
に
袖
を
と
お
し
て
、
そ
の
良
さ
を
実
感
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

【ふらり結城紬着心地体験】 
手ぶらでお越しいただくだけで、気軽に結城紬を
体験できます。

【きもの貸出事業】 
結城紬を 1 日単位で貸し出します。 卒業式や入学
式などでも利用できます。 必要な方には着付け支
援も行います。

場 所

実施日時

料 金

持 ち 物

料 金

貸出期間

市民情報センター  1 階
　　　　ゆうき紬着付け処「着楽」
土曜日・日曜日・祝日（夏季を除く）
 午前10時～午後3時
※現在、新型コロナウイルス感染症
対策として、事前予約制となります。
男性 2,500円／女性 2,000円
　　　　　　　　　　（着付け料込）
肌着（下着）、足袋、草履、身分証明書

男性物・女性物とも1着1,000円
※着付け支援は1着1,000円です。早朝や
時間延長の場合はこの限りではありません。

原則1日
※貸出7日前までにご連絡ください。

問 市商工観光課 　  34-0420

詳しくは、ホームページを
ご覧いただくか問合せください。
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市民のページ

市ホームページ（スマホ版）市ホームページ
バナー広告
募集中

トップページの市が指定した
場所に、掲載します。トップ
ページには毎月約15,000回
のアクセスがあります。

ベンチで
北部市街地の
風景を
変えよう‼

ベンチで
北部市街地の
風景を
変えよう‼

手
作
り
木
製
ベ
ン
チ

ぜ
ひ
座
っ
て
み
て

く
だ
さ
い

市
長
と
語
ろ
う
結
城
の
未
来

2
月
16
日
市
役
所
で
、
イ
ベ
ン

ト
実
行
委
員
会
や
市
民
団
体
の
皆

さ
ん
と
、
本
市
の
催
事
や
音
楽
文

化
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。

音
楽
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

や
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
在
り
方

な
ど
、
本
市
の
観
光
・
音
楽
文
化

の
振
興
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
が
出
さ
れ
、
活
発
に
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

結
城
市
建
設
協
同
組
合
の
協
力

の
も
と
、
国
産
木
材
を
使
用
し
た

「
手
作
り
木
製
ベ
ン
チ
」
を
製
作

し
、
北
部
市
街
地
内
に
設
置
し
ま

し
た
。

地
域
住
民
や
観
光
客
な
ど
が
、

ま
ち
を
楽
し
み
な
が
ら
快
適
に
歩

け
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、「
ひ

と
の
姿
が
見
え
る
ま
ち
」
を
目
指

し
ま
す
。

街
歩
き
の
際
に
こ
の
ベ
ン
チ
を

見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
座
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

各
種
統
計
調
査
に
長
年
に
わ
た

り
従
事
し
、
統
計
事
務
の
推
進
に

貢
献
し
た
こ
と
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

第
6
次
総
合
計
画

前
期
基
本
計
画
を
答
申

2
月
8
日
、
結
城
市
総
合
計
画

審
議
会
か
ら
小
林
市
長
へ
、
第
6

次
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
が

答
申
さ
れ
ま
し
た
。

前
期
基
本
計
画
は
、
市
が
目
指

す
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め

の
具
体
的
な
行
動
計
画
で
、
令
和

3
～
7
年
度
の
5
年
間
を
期
間
と

し
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
事
業
所
表
彰

仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
や
男

女
共
に
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業

所
と
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
製
缶

株
式
会
社
結
城
工
場
を
表
彰
し
ま

し
た
。

交
通
死
亡
事
故

5
0
0
日
連
続
ゼ
ロ
表
彰

　
令
和
元
年
9
月
19
日
か
ら
令
和

3
年
1
月
30
日
ま
で
5
0
0
日
に

わ
た
り
、
市
内
で
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
が
県
交
通
対
策
協
議
会
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

壁
掛
け
時
計
を
寄
贈

結
城
市
建
設
業
協
会
よ
り
、
新

庁
舎
用
の
壁
掛
け
時
計
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

1
階
正
面
玄
関
付
近
な
ど
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
　
消
防
総
合
訓
練

2
月
10
日
市
役
所
で
、
消
防
総

合
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
庁
舎

内
で
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想

定
し
、
模
擬
消
火
訓
練
や
避
難
器

具
訓
練
、
ま
た
消
防
署
の
協
力
の

も
と
救
助
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

小林市長へ答申書を手渡す
中澤会長

市
内
小
・
中
学
生
が
活
躍
！

作
文
・
少
年
の
主
張
の
部

○
読
売
新
聞
社
全
国
小
中
学
生

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
茨
城
県
審
査
最
優
秀
賞

　
城
西
小
4
年
　
　
工
藤
　
愛
梨

○
少
年
の
主
張
茨
城
県
大
会

　
茨
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
結
城
中
2
年
　
　
檜
山
　
芽
衣

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
品
の
部

○
令
和
2
年
度
歯
と
口
の
健
康
に
関

す
る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
茨
城
県
知
事
賞

　
結
城
小
6
年
　
　
奥
澤
　
夏
士

○
学
校
健
康
づ
く
り

　
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
優
秀
賞

　
結
城
小
2
年
　
　
藤
森
　
那
央

○
第
35
回
「
W
E
　
L
O
V
E

　
ト
ン
ボ
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
小
学
3
年
生
の
部
　
銅
賞

　
城
西
小
3
年
　
　
上
野
　
春
樹

○
全
国
中
学
校
美
術
部
作
品
展

　
第
14
回
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ン
プ
リ    

　
i
n  

S
A
K
A
I

　
産
経
新
聞
社
賞

　
結
城
東
中
3
年
　
渡
邉
　
結
羽

○
第
53
回
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
図
案

コ
ン
ク
ー
ル

　
中
央
協
議
会
奨
励
賞

　
結
城
東
中
2
年
　
仁
平
　
光
莉

○
茨
城
県
中
学
校
体
育
連
盟
「
マ
ナ

ー
ア
ッ
プ
＆
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

　
ポ
ス
タ
ー
の
部
最
優
秀
賞

　
結
城
東
中
2
年
　
宮
岡
　
未
桜

ス
キ
ー
の
部

○
第
16
回
茨
城
県
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
大
会
　

男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
　

第
1
位

○
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
2
0
2
1
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
大
会（
ア
ル
ペ
ン
競
技
）出
場

　
結
城
西
小
6
年
　
登
坂
　
太
晴

陸
上
の
部

○
第
60
回
茨
城
県
中
学
校
新
人
体
育

大
会
陸
上
競
技
の
部
　
共
通
男
子

砲
丸
投
げ
　
第
2
位

　
結
城
中
2
年
　
　
坂
本
　
裕
星

○
第
60
回
茨
城
県
中
学
校
新
人
体
育

大
会
陸
上
競
技
の
部
　
共
通
女
子

走
高
跳
　
第
1
位

　
結
城
中
2
年
　
　
神
永
　
日
向

柔
道
の
部

○
茨
城
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
　
　

　
女
子
団
体
の
部
　
優
勝

○
茨
城
県
中
学
校
体
育
連
盟
　
優
秀
学

校
賞（
新
人
県
大
会
3
年
連
続
優
勝
）

　
結
城
中
2
年
　
　
坂
口
友
莉
亜

　（
個
人
女
子
1
の
階
級
の
部
第
1
位
）

　
結
城
中
2
年
　
　
酒
井
　
結
海

　（
個
人
女
子
2
の
階
級
の
部
第
1
位
）

　
結
城
中
2
年
　
　
野
口
　
莉
紗

　（
個
人
女
子
3
の
階
級
の
部
第
2
位
）

　
結
城
中
2
年
　
　
上
野
　
絢
愛

　（
個
人
女
子
4
の
階
級
の
部
第
1
位
）

○
茨
城
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

　
個
人
男
子
1
の
階
級
の
部
　
第
2
位

　
結
城
中
2
年
　
　
田
中
　
悠
真

水
泳
の
部

○
新
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
水
泳
競
技

大
会
11
～
12
歳
の
部
　
茨
城
県
大

会
50
m
バ
タ
フ
ラ
イ
第
2
位
、

1
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ
第
2
位

○
全
国
大
会
出
場

　
結
城
西
小
6
年
　
吉
村
　
花
歩

○
新
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
水
泳
競
技

大
会
10
歳
以
下
の
部
　
茨
城
県
大

会
50
m
ク
ロ
ー
ル
第
1
位

　
2
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
第
1
位

○
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

（
50
m
ク
ロ
ー
ル
第
28
位
）

　
結
城
西
小
4
年
　
鈴
木
　
彩
芽

池田 光三 さん

船橋 　清 さん久保谷 仁 さん
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問
　
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
　男
女
共
同
参
画
係

　
　

54
‐
7
0
0
8

男
性
の
色
っ
て
？ 

女
性
の
色
っ
て
？

令
和
3
年
度
か
ん
き
ょ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
み
の
種
類
別
の
排
出
日
や

出
し
方
の
ル
ー
ル
な
ど
、
大
切

な
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
家
庭
の
見
や
す
い
と
こ

ろ
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

【
ご
み
の
出
し
方
の
注
意
】

●
ご
み
袋
は
、
透
明
か
半
透
明

の
袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

半
透
明
で
も
中
身
が
見
え
に

く
い
物
は
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
肥
料
袋
や
米
袋
な
ど

は
、
ご
み
袋
と
し
て
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

●
ご
み
は
、
必
ず
午
前
8
時
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
実

際
の
収
集
時
間
は
そ
の
日
の

収
集
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
）

●
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
粗

大
ご
み
、
資
源
物
の
分
別
徹

底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

［
問
合
先
］　

　
市
生
活
環
境
課

　

34
‐
0
3
7
0

ホームページ

ホームページ

結城ブランド
認定品！

鬼
怒
商
高
生
が
開
発
！

と
う
む
ぎ
あ
い
す

夏
の
結
城
の
特
産
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
。
そ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
使
っ
て
、
県
立
鬼
怒
商
業
高
校
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
生
徒
が
、

ア
イ
ス
を
開
発
し
ま
し
た
。

素
材
に
は
J
A
北
つ
く
ば
の
ブ
ラ
ン
ド
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
「
夏
祭

り
」
を
使
い
、
試
作
品
の
開
発
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、

全
て
の
工
程
で
高
校
生
が
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

結
城
の
新
名
物
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

とうむぎあいすは
販売委託店舗のほか

ヤフーショッピング
でも購入できます！

ねば～るくんも食べたった！

詳しくは
こちら

　

ひ
と
の
人
権

わ
た
し
の
人
権

　
あ
り
が
と
う
は
　
ま
法
の
言
葉

江
川
北
小
学
校
　
　
六
年
一
組
　
　
嶋
田
　
晄
仁

そ
の
日
は
、
家
族
で
電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
ま
し
た
。
そ
の
時
、
母
の

お
腹
に
は
弟
が
い
て
、
妊
娠
七
カ
月
で
し
た
。
普
通
の
洋
服
を
着
て
い
た

の
で
、
よ
く
見
な
い
と
妊
婦
さ
ん
だ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
京

に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
車
内
が
混
ん
で
き
ま
し
た
。
ず
っ
と
立
っ

て
い
た
母
は
気
持
ち
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ち
ょ
う
ど
、
優
先
席
が
空
い

て
い
た
の
で
、
母
に
座
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

次
の
駅
で
腰
の
曲
が
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
付
き
添

い
の
女
の
人
が
乗
っ
て
き
ま
し
た
。
優
先
席
に
は
6
人
が
座
っ
て
い
て
、
そ

の
中
で
は
母
が
一
番
若
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
付
き
添
い

の
女
の
人
が
怖
い
顔
を
し
て
、
母
に
向
か
っ
て
、「
席
、
ゆ
ず
っ
て
く
れ
ま

す
？
」
と
言
い
ま
し
た
。
母
は
、「
す
み
ま
せ
ん
。」
と
言
っ
て
、
席
を
ゆ

ず
り
ま
し
た
。
で
も
ぼ
く
は
、
母
が
心
配
に
な
り
思
わ
ず
、「
お
母
さ
ん
、

赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
か
ら
気
持
ち
悪
い
ん
だ
よ
ね
。」
と
、
少
し
大
き
な
声

で
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
母
は
、「
大
丈
夫
だ
よ
。」
と
言
い
ま
し
た
が
、

ぼ
く
は
女
の
人
が
母
に
言
っ
た
強
い
口
調
と
怖
い
顔
が
、
ず
っ
と
頭
か
ら
離

れ
ず
、
嫌
な
気
持
ち
に
な
っ
た
ま
ま
で
し
た
。

そ
し
て
、
電
車
が
ぼ
く
た
ち
が
降
り
る
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。
ぼ
く

た
ち
が
降
り
よ
う
と
し
た
そ
の
と
き
、
席
を
ゆ
ず
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

母
と
ぼ
く
に
、「
座
ら
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
助
か
っ
た
わ
。」
と
、

と
て
も
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
言
で
、
ず
っ
と
ぼ
く

の
胸
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
た
嫌
な
気
持
ち
が
ス
ー
ッ
と
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

言
葉
は
使
い
方
を
誤
る
と
、
相
手
を
傷
つ
け
た
り
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
、
あ
の
と
き

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
た
く
さ
ん

使
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
令
和
2
年
度
　
人
権
作
文
代
表
作
品
）

２枚目の
かんきょう情報も
見てね！

農地に関する
　ご相談承ります。
TEL：0296-32-0391
FAX：0296-32-0616

グループホーム・企業内保育所グループホーム・企業内保育所

〈ユーシン生活応援プランのご案内〉

地元とともに 心はひとつ 本　　店 ☎（32）2111
南 支 店 ☎（33）3171
城南支店 ☎（33）0811

■しんきん保証基金5商品（リフォームプラン・カーライフプラン・教育プラン・一般個人
　ローン・しんきんカードローン）のインターネットによる申込取扱いを行っています。

■結城信用金庫では、毎月第2日曜日の午前中に、ローンのお客様宅へお伺いして融資の
　ご相談をお受けするサービスを行っております。平日、お仕事等でご来店いただけない
　お客様は、お気軽に下記の店舗までお電話下さい。
■ご相談内容（個人向けのお客様）お車の購入、教育資金、住宅の新築・改築、住宅ローンの
　借り換え等に必要な資金のご相談。

〈休日相談訪問活動のご案内〉

住宅ローン、マイカーローン、教育ローンはユーシンへ！

「
男
性
ら
し
い
色
」「
女
性
ら
し
い
色
」と
い
う
と
、

何
色
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
一
般
的
に
は
、
男

性
＝
黒
や
青
、
女
性
＝
赤
や
ピ
ン
ク
を
想
像
す
る

か
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
あ
な
た
が
好
き
な
色
は
何
色
で
す
か
。
ピ
ン
ク
や
黄
色

な
ど
の
暖
色
が
好
き
な
男
性
、
青
や
黒
と
い
っ
た
ク
ー
ル
な
色
が

好
き
な
女
性
も
い
ま
す
。
好
き
な
色
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
で
変
わ

り
ま
す
が
、
な
ぜ
「
○
○
ら
し
い
色
」
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
（
性
別
に
基
づ
く
偏
見
）
が

あ
る
か
ら
で
す
。「
男
の
く
せ
に
め
そ
め
そ
す
る
な
」「
女
な
ん
だ

か
ら
家
事
や
育
児
を
す
る
べ
き
」
と
い
っ
た
考
え
は
典
型
的
な
例

で
す
。

男
性
・
女
性
な
ど
の
生
物
学
的
な
性
に
対
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

は
社
会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
る
性
の
こ
と
を
い
い
、
個
人
の

考
え
方
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
こ
と
ば
づ
か
い
、
家
庭
・
職
場
で
の

役
割
分
担
な
ど
に
良
く
も
悪
く
も
反
映
さ
れ
る
も
の
で
す
。

色
は
個
性
を
表
現
す
る
大
切
な
要
素
の

ひ
と
つ
で
す
。
男
ら
し
い
・
女
ら
し
い
に

し
ば
ら
れ
な
い
、
あ
な
た
ら
し
い
色
を
見

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

問 結城ブランドに関する問合せ先｜ 市秘書課シティプロモーション係  34-0401

1011



地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
や
悩
み
事
に
つ
い
て
対
応

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［
問
合
先
］
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　

34
・
0
3
2
4

令
和
3
年
4
月
か
ら
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
市
内
3
地
区

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　 

が
変
わ
り
ま
す

元生き
だより

げん い

いつまでも現役世代！いつまでも現役世代！いつまでも現役世代！いつまでも現役世代！

東
地
区

「
結
城
市
東
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
た
け
だ
」

（
運
営
法
人
：
特
定
医
療
法
人

社
団
同
樹
会
）

○
住
所
　

　
結
城
市
結
城
1
2
7
4
1

○
主
な
担
当
地
区

　
結
城
東
中
学
校
区

南
地
区

「
結
城
市
南
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
青
嵐
荘
」

（
運
営
法
人
：
社
会
福
祉
法
人

芳
香
会
）

○
住
所
　

　
結
城
市
七
五
三
場
2
1
0
‒
1

○
主
な
担
当
地
区

　
結
城
南
中
学
校
区

西
地
区

「
結
城
市
西
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ヒ
ュ
ー
マン・ 

ハ
ウ
ス
」

（
運
営
法
人
：
社
会
福
祉
法
人

達
生
堂
）

○
住
所
　

　
結
城
市
結
城
1
0
7
6
7
‒
2
4

○
主
な
担
当
地
区

　
結
城
中
学
校
区

No.484

リ
ハ
ビ
リ
の
役
割

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
病
気
や
け
が
で
低
下
し
た

身
体
機
能
と
気
持
ち
を
回
復
し
、
障
害
を
克
服
し
て
、
歩

く
・
話
す
・
食
事
を
す
る
な
ど
日
常
の
活
動
を
育
む
も
の

で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
は
、「
急
性
期
」「
回
復
期
」「
生
活
期
」
の
3

つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

ま
ず
「
急
性
期
」
で
は
、
病
気
や
け
が
の
専
門
的
治
療

と
同
時
に
、
体
が
動
か
な
い
こ
と
で
生
じ
る
筋
肉
の
衰
え

や
関
節
の
固
さ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を

行
い
ま
す
。
次
に
「
回
復
期
」
で
は
、
症
状
が
安
定
し
た

患
者
に
対
し
、
移
動
や
食
事
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
日
常
生
活
で
の
自
立
を
目
標
に
し
て
行
い
ま
す
。
そ
し

て
「
生
活
期
」
で
は
、
日
常
生
活
の
行
動
を
長
く
維
持
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
を
専
門
に
行
う
の
が
「
療
法
士
」
で
す
。
療

法
士
に
は
、「
理
学
」「
作
業
」「
言
語
聴
覚
」
が
あ
り
ま
す
。

理
学
療
法
士
は
、
起
き
上
が
る
、
歩
く
な
ど
の
運
動
療

法
や
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
電
気
刺
激
、
温
熱
な
ど
物
理
療
法
を

行
い
ま
す
。
作
業
療
法
士
は
、
手
芸
や
工
作
な
ど
道
具
を

利
用
し
た
機
能
訓
練
、掃
除
、洗
濯
な
ど
の
家
事
動
作
訓
練
、

手
す
り
な
ど
住
宅
改
修
の
環
境
調
整
を
行
い
ま
す
。
言
語

聴
覚
士
は
、
言
葉
の
評
価
訓
練
と
飲
み
込
み
の
評
価
訓
練

を
行
い
ま
す
。

医
師
だ
け
で
な
く
、
看
護
師
・
療
法
士
・
医
療
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
、
多
く
の
職

種
が
チ
ー
ム
で
関
わ
る
こ
と
が
リ
ハ
ビ
リ
診
療
の
大
き
な

特
徴
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
結
城
市
医
師
会
）

手洗い・うがいとスイミング！

はじめての

プールは感染予防に優れた環境
プールに入れている消毒液は、ウイルスの殺菌作用
があり、常に安全で清潔な水質環境を保っています。

3日間
コース

3/25（木）～29（月）

3/25（木）～27（土）

8：50～10：20

8：50～10：20

5才～中学生

4才～小学生

8,500円

5,000円

5日間
コース

コース 期　　間 時 間 対 象 受講料

4/10（土）泳力検定実施（別途申込）

春休み短期水泳教室

親  子 幼園児 小中学生

スイミングスイミング

はじめてでもだいじょうぶ☀はじめてでもだいじょうぶ☀

プールって
 たのしい！
プールって
 たのしい！

結城市今宿 828-5

総合ビル管理
（有）ジェイ・プランニング
代表取締役 久保野谷 淳一

正社員募集中
年齢関係なく活躍中！
TEL 0296-35-3331

市介護保険課 介護保険係　 　34 − 0417

◎シリーズ　介護保険

よくある質問Q＆A

Q

Q 介護保険のサービスはだれでも使えますか？

A 介護保険は40歳以上の方が対象です。サービス
を利用する際は、市に申請し「介護や支援が必
要である」という要介護（要支援）認定を受ける
必要があります。
→40歳以上65歳未満の方は、介護保険の対象
となる病気（特定疾病）が原因で介護・支援
が必要になったとき、市の認定を受けサービスを
利用できます。
→65歳以上の方は、原因を問わず介護・支援が
必要になったとき、市の認定を受けサービスを利
用できます。

どのようなサービスがありますか？

A さまざまな種類があります。利用者の心身の
状態に合わせて計画を立てていきます。
※介護認定の区分によって、利用できないサ
ービスや施設があります。
【サービス一例】
〇在宅サービス
・訪問介護（ホームヘルプ）…ホームヘルパ
ーが居宅を訪問し、食事や入浴などの介
護、食事準備や掃除などの家事、生活に関
する支援を行います。
・通所介護（デイサービス）…介護施設に通
い、食事や入浴などの日常生活支援や生活
向上のための支援を日帰りで行います。
〇施設サービス
生活の場を自宅から移し、施設に入所しま
す。介護が中心か治療が中心かによって施
設を選択します。
〇車いすやベッドなどの福祉用具のレンタル
〇手すりの取り付けや段差解消などの小規模
な住宅改修

Q 65歳になったら、黄緑色の介護保険被保
険者証が郵送されてきました。いつ使う
のですか？

A 市に要介護（要支援）認定の申請をする際に使
いますので、それまで大切に保管してください。

　

口こ
う

け
ん
　 

広
場
2021

シ
ー
ト
ベル
ト
と
マス
ク
と

入
れ
歯

こ
れ
ら
は
皆
、「
人
の
命
を
守
っ
て
く

れ
る
」
も
の
で
す
。
い
ず
れ
も
、
最
初

は
じ
ゃ
ま
も
の
扱
い
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

シ
ー
ト
ベル
ト
は
、
導
入
さ
れ
た
当

初
違
和
感
が
あ
る
な
・
邪
魔
だ
な
と
感

じ
る
人
も
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
で

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
マ
ス

ク
も
同
じ
で
、
最
初
は
うっ
と
う
し
く

思
っ
て
も
、
今
で
は
ど
こ
へ
行
く
に
も
マ

ス
ク
が
な
い
と
不
安
で
、
すっ
か
り
体
の

一部
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

入
れ
歯
も
同
じ
で
す
。
最
初
は
違
和

感
や
痛
み
が
あ
っ
て
、「
こ
ん
な
も
の
を

入
れ
て
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
は
ず
が
な

い
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
い
つ
の
間
に
か

馴
染
ん
で
し
ま
う
と
、
入
れ
歯
が
な
い

と
何
も
食
べら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
方

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

入
れ
歯
は
人
の
命
を
支
え
ま
す
。
さ

ら
に
入
れ
歯
を
入
れ
る
こ
と
で
、
噛
み

合
わ
せ
が
正
常
に
保
た
れ
、
姿
勢
を
保

ち
肩
こ
り
や
耳
鳴
り
な
ど
が
治
る
こ
と

も
あ
り
、
転
倒
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
　
ど
う
ぞ
、
命
を
支
え
る
入
れ
歯
、
頼

り
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　（
結
城
市
歯
科
医
師
会
）

1 人の体は「自然治癒力」を備えていますが、その
力が十分に働かないこともあります。そのような
時、病気やけがの回復を補助するためにくすりを
用います。

2 くすりは長い年月をかけて開発され、有効性・安
全性が審査されています。

3 くすりには、処方せんが必要な「医療用医薬品」
と、処方せんがなくても買える「一般用医薬品」
があります。

4 医療用医薬品は、服用を自分の判断で止めたりせず、
またそのくすりを他の人が使ってはいけません。

5 「おくすり手帳」は大切な情報源です。一人一冊
ずつ持ちましょう。

6 くすりを使用して、いつもと様子が違うときや分
からないことがあるときは、薬剤師に相談しまし
ょう。

　　　　 （結城市薬剤師会）

くすりの知識　6カ条

1213

※
電
話
番
号
な
ど
の
詳
細
は
別
途

お
知
ら
せ
し
ま
す
。



結城ブランド認定
まゆげった弁当、ご注文承ります
結城市民情報センター3Ｆでも
ご利用できます 20名～300名

市の人口・51,243人（男：25,932人・女：25,311人／20,856世帯） 2月1日現在

多くの企業が立地している結城市。
このページでは、企業の方に取材をし、
会社の概要や業務内容などをお聞きします。

従業員へのインタビュー

Vol.20

品質と納期の確保こそ最大の営業である
プレス精機株式会社　代表取締役　山﨑　真裕（やまざき　まさひろ）

　
今
回
は
、
建
設
機
械
や
鉱
山
機
械
の
部
品
を
製
造
し
て
い
る
プ
レ
ス
精
機

株
式
会
社
を
紹
介
し
ま
す
。

1
9
6
3
年
に
前
身
で
あ
る（
有
）

プ
レ
ス
精
機
所
を
東
京
都
板
橋
区
に

設
立
し
、
1
9
7
3
年
に
結
城
市
へ

移
転
、
社
名
を
プ
レ
ス
精
機（
株
）に

変
更
し
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
に
現

在
の
所
在
地
で
あ
る
結
城
第
一
工
業

団
地
に
移
転
し
た
ば
か
り
で
す
。
結

城
市
に
立
地
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
市

の
企
業
誘
致
優
遇
制
度
や
国
道
50
号
、

新
4
号
国
道
の
交
通
利
便
性
の
良
さ

だ
と
思
い
ま
す
。

当
社
に
は
、鉄
を
加
工
す
る
た
め

の
設
備
が
一
通
り
揃
っ
て
お
り
、多
品

種
・
少
量
・
短
納
期
生
産
を
得
意
と

し
て
い
ま
す
。主
な
取
引
先
は
、小
松

製
作
所
や
富
田
製
作
所
で
あ
り
、現

在
は
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
に
受
注
が

集
中
し
て
い
ま
す
が
、弊
社
の
培
っ
た

企
業
の
概
要
、
魅
力
、
特
徴

�会社概要�
所 在 地
業務内容

設 立
従業員数
電 話

結城市鹿窪1467（本社）
鉄を対象とした溶接、溶断、
プレス、機械加工、塗装
1973年10月
37人
32－7777

技
術
を
生
か
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
進
出
し
、社
会
へ
の
貢
献
度

を
増
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、事
業
規
模
の
拡
大
を
目

標
に
せ
ず
、従
業
員
は
少
数
で
も

各
々
が
プ
ラ
イ
ド
と
責
任
感
を
持

っ
て
、楽
し
く

仕
事
が
で
き

る
よ
う
な
環

境
を
作
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

入
社
し
て
10
年
に
な
り
ま

す
。
溶
接
作
業
を
担
当
し
て

お
り
、
特
に
厚
い
鉄
板
の
大

き
な
溶
接
が
得
意
で
す
。
基

本
的
に
は
リ
ピ
ー
ト
品
を
製

造
し
ま
す
が
、
変
わ
っ
た
形

の
製
品
や
試
作
品
の
製
造
な

ど
い
ろ
い
ろ
考
え
な
が
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
こ
と

に
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

各
自
が
担
当
製
品
の
製
造

計
画
を
立
て
る
た
め
、
各

々
が
責
任
感
を
持
っ
て
作

業
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
溶
接
ロ
ボ
ッ

ト
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
や
三

次
元
測
定
器
を
使
っ
た
別

工
程
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

福田　優
（年齢27歳）

さん

「お客様の満足、従業員、地域の幸せを大切にし、真面目に一生懸命がんばる」ことを
考え、日々進んでいく新技術を取り入れ、永続的に企業活動ができることにより、地域

に永く貢献できるよう努力していきます。
また、当社はISO9001、14001を取得しており、品質向上、環境改善に真面目に取り組んでいます。
現在のコロナ禍により、コミュニケーションが制限されていますが、従業員の気持ちを盛り上げるために、でき
る限り早く、バーベキューや社員旅行などのレクリエーションを再開したいと考えています。

山嵜代表取締役に聞く

プレス精機株式会社

～
春
キ
ャ
ベ
ツ
と
免
疫
力
～

み
ず
み
ず
し
い
春
キ
ャ
ベ
ツ
の
美
味
し
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
春
キ
ャ
ベ
ツ
と
普
通
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
栄
養

成
分
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
特
有
の
成
分
「
ビ
タ
ミ
ン
U
」

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
「
ビ
タ
ミ
ン
U
」
は
「
キ
ャ
ベ

ジ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
、
胃
の
働
き
や
粘
膜
を
修
復
し
て

正
常
に
保
つ
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
ビ
タ
ミ
ン

C
」
も
多
く
、
体
内
に
入
っ
て
き
た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
攻
撃
す
る
白
血
球
の
働
き
を

助
け
、
体
内
に
入
る
事
を
防
ぎ
ま
す
。

春
キ
ャ
ベ
ツ
を
美
味
し
く
食
べ
て
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

春キャベツで作る♥
　ヘルシー豆腐入りロールキャベツ

①春キャベツの芯をくり抜き、流水にあてながら4枚むく。ラップをしてレンジでしんなりさせる。
②豆腐をペーパーに包み電子レンジにかけ水切りをする。
③玉ねぎに塩を振って水分を取る。
④肉と（A）を粘りが出るまで混ぜ、豆腐、玉ねぎを入れてさらに混ぜる。
⑤キャベツの葉に肉だねを置き、芯に向かって包み、ようじでとめる。これを4個作る。
⑥ロールキャベツを鍋に並べ、（B）を入れてサッと煮る。肉に火がとおれば出来上がり。煮すぎに
注意!

⑦ようじをはずし、皿によそりスープを注ぐ。
　レモンを添えて爽やかにいただきましょう!

春キャベツの葉…… 大4枚
豆腐………………… 100g
たまねぎみじん切り…40g
塩………………………少々
豚ひき肉（赤身）… 100g
ナツメグ…………… 4ふり
塩………………小さじ1/4
こしょう………………少々
卵…………………… 1/4コ
パン粉…………… 大さじ2
ようじ………………… 4本

本しめじ……100g（8等分）
人参…… 3mmの輪切り8枚
水…………………… 700cc
コンソメスープの素……2コ
レモンスライス…………4枚

材 料 ～4人分～

（A）

（B）

ゆうき図書館
34-0150

の日が休館日となります。

3月の図書館カレンダー

　

開館時間　午前9時 ～午後7時

ホームページ

ツイッター

日 月 火 水 木 金 土

通常版

9 10
16 17
23 24

2 3

25

11
4

18 20
27

13
6

26

5
12
19

21
28 29 30 31

14
7

22

8
1

15

1
階
イ
ベ
ン
ト
棚

「
は
る
で
す
よ
～
！
」

お
家
で
過
ご
す
時
間
が
多
い
今
、

春
に
関
す
る
図
書
や
絵
本
を
読
ん
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

2
階
イ
ベ
ン
ト
棚

「
f
a
s
h
i
o
n
」

ファ
ッ
シ
ョ
ン
史
、
メ
ン
ズ
・
ウ
イ

メ
ン
ズ
・
ティ
ー
ン
ズ
フ
ァッ
シ
ョン
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
関
す
る
本
や
雑
誌
を
紹
介
し
ま
す
。

華
や
か
な
棚
で
皆
さ
ん
が
p
o
p
な

気
分
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
♪

【
ゆ
う
き
図
書
館
の
利
用
登
録
・
資
料

貸
出
に
つ
い
て
】

新
年
度
か
ら
新
し
い
環
境
に
な

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
図
書
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ

ャ
ン
ル
の
本
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
生
活
に
役
立
つ
情
報
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ゆ
う
き
図
書
館

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
縮
小
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
利
用
登
録

　
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
の
確
認
で

き
る
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
）
を
提
示
の
う
え
、
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
小
学
生
以
下
の
利
用
登
録
に
は
、
保

護
者
の
同
行
が
必
要
で
す
。

●
資
料
貸
出（
利
用
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
）

※
返
却
は
、
各
階
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は

24
時
間
利
用
で
き
る
屋
外
ブ
ッ
ク
ポ

ス
ト
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
A
V
資
料
の
返
却
は
カ
ウ

ン
タ
ー
で
の
み
受
付
け
ま
す
。

資料の種類 貸出冊数 貸出期間
図書資料 無制限 14日間
A V 資 料 3点 7日間

雑 誌 3冊
（最新号を除く） 7日間

1415


